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　1.はじめに 

　栗駒山は，岩手・宮城・秋田の3県境に位置し，1944年，1741年に水蒸気噴火を発生させた活火山であ

る。1944年の噴火では，噴火と同時に磐井川沿いに酸性水が流下，内水面漁業や農業にも多大な被害を出し

た。 

 

　現在も昭和湖や大地獄谷で複数の噴気が確認され，特に大地獄谷は噴気帯に沿って登山道が設置されてお

り，風向きによっては登山者の火山性ガスへの暴露が懸念される。さらに昭和湖付近は登山者の休憩場所にも

なっており，早急な火山ガス対策が求められている。 

 

　我々は2018年6月6日から10月3日まで，大地獄谷沿いの登山道脇と昭和湖南東の2カ所にH2S自動測定装置

を設置し，H2S濃度の時系列変化を測定した。 

 

 

　2.硫化水素ガスセンサーの概要 

　環境H2SセンサーであるOdalog（http://www.jmsystem.co.jp/kazan/odalog.html）を上述した2カ所に設

置した。このセンサーは0～200ppmまでのH2S濃度が測定可能であり，毎秒測定されるH2Sの大気濃度

を，5分間平均濃度とし，3G回線を介して，サーバーに蓄積される。また，H2Sの瞬間最大濃度が設定値以上

になると，観測者にSMSメッセージが送信される。あわせて風向風速計も設置した。風向風速計にはデータロ

ガーを設置し，H2Sセンサー回収時にあわせてデータ回収を行った。 

 

　H2Sセンサー，風向風速計ともに，地上約1ｍの高さに設置した。観測は2018年6月6日から10月3日まで

行ったが，2018年9月4日の台風21号により，センサーを固定していた木製ポールが2本とも破損し，実質の

観測期間は90日であった。 

 

 

　3.観測結果 

　昭和湖に設置したセンサーにおいては，気温とH2S濃度との間に明瞭な相関は認められないが，風速・風向

とH2S濃度との間にはやや明瞭な相関が認められ、南西からの卓越風時と北風時に濃度が上昇する傾向が認め

られた。一方，大地獄谷付近の登山道沿いに設置したセンサーにおいても気温とH2S濃度との間に明瞭な相関

が認められず，風向・風速と濃度との相関にも明瞭な関係は認められなかった。なお，期間を通しての平均濃

度は，地獄谷センサーで0.71ppm，昭和湖センサーで9.05ppm，瞬間最大濃度は大地獄谷センサーにおい

て，38ppm（2018年8月10日），昭和湖センサーにおいて334ppm（2018年8月19日）であった。 

 

 

　4.考察 

　昭和湖センサーにおいては，常に高濃度のH2Sが観測され，5分間平均濃度が100ppmを超える日も複数回観
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測された。大地獄谷沿いの登山道脇でも5分間平均濃度が10ppmを超える日が複数観測され，登山者に対する

早急な火山ガス対策を講じる必要がある。
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